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【生薬名】橋楼根① 材 陶物財材材J材 冴/

橋楼実  材 陶胸既材材すFttCTuS

橋楼仁  /P陶 物既材材すSEttE斑

【起 源 植 物 】 キ カ ラ ス ウ リ  rrgi筋 釘 切 筋 θs kiri■ θ7giゴ 均 二 ヵ ″ が σ2

【薬用部分】

【主 成 分】

【薬 性 】

【効 能 】

【格機仁 】

【格機実 】

【橋楼根 】

ウリ科 働例rbrttθttθ

橋機は橋機、格妻、瓜呂、瓜機、瓜妻、など色々な書き方がある

五〃〃〃研材メ、えbractea筋けォカラスウリ)も橋楼根①として使われる

天花粉とは橘楼根の粉末を指します

根 :格機根、種子 :橋楼仁、果実 :瓜様実(全瓜楼ともいう)

澱粉、卜り手い
°
メイト

・
、有機酸、フラホ

・
メイド、アミ′酸、加予ブイト

・
、ヨリン、脂質

格様根 :気味は甘酸寒、帰経は肺日に属す

構楼仁 : ″  苦 寒、 帰 経は肺胃大協に属す

瓜楼案 : ″  甘 苦寒、帰経はに腐す

0橋 楼仁は解熱、止潟与消腫、咽喉痛、呼吸器の消炎に、1日 3～ 5gを煎服

●喘息の咳や去疾に1日 6宮を煎服

●口潟や煩渇を伴う便秘(疲熱によるもの)に もつかう

0イ ンターフェロン誘起作用が確盟されている

0橋 機案は熱を冷まし、潟を潤し、胸部の痛みを止める

0橋 楼根は止潟、解熱、催乳、鎮咳に利用1日 3～ 5宮 を煎服

●肺熱による咳験、温熱病の日渇や煩操、胃熱の煩潟や口者の乾操や食欲の偽売

進(構尿病など)に、清熱と生津に応用する

0天 花粉は小児の皮膚病や汗疹に

●抗消化性演窮作用 ・インターフェロン鱗起作用が確認されている

0瓜 呂仁 寒、軟を寧くし、疫を化し、傷寒緒胸、渇を鮮くし、煩を止める。(薬性歌)【出 奥 】

【備 考 】●麦門冬、天門冬、橋楼根について、共通点は、ともに清肺潤燥の効がある点で、

違う点は、日熱によつて生じた肺熱には格楼根が、心熱によって生じた肺熱に

は麦門冬が、腎陰虚によつて生じた肺熱には天門冬が通している

【処方例 】●構様根…柴胡桂枝乾装湯、格妻桂枝湯、柴胡清肝湯

●格楼実…小陥胸湯ゃ格妻養自白酒湯、橘養養自由酒湯


